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れた。また、E2を10-10 Mおよび10-8 M濃度の添加で細胞数は非添加の場合に比べて有意に増加したが、10-6 M濃度
添加では有意な増加は認められなかった。 
 HHUA細胞においてERαとERβが共に発現していることを示し、ERβがERαの約10倍発現しており、正常の子
宮内膜でのERαがERβの10倍以上発現しているのと比較し、ERβ優位の特徴的な細胞であったことが上記の反
応に関係していると考察している。 
 本研究は、子宮体癌由来のHHUA細胞において、E2の添加によって濃度依存的にVEGFおよびBcl-2の発現が抑制
されることを示し、これら従来示されなかったE2の影響にはERαの発現量が少なく、ERβ優位な細胞の状態が
関与している可能性を示す意義深い研究であり、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定
された。 
